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FAX： 042-656-3289
Mail: seminar@m-care.co.jp

㈱ルフト・メディカルケア

東京都八王子市明神町3-20-6　八王子ファーストスクエア８Ｆ 

TEL　0120-913-710　　セミナー担当　後藤まで

名

住 所 〒 TEL

メールアドレス FAX

診療科 役 職 総参加人数

【個人情報の取扱いについて】

送信していただいた個人情報は、セミナー運営及びそれに準じる情報提供、その他の連絡業務のために使用いたします。当社は、ご本人の同意を得ずに必要な範囲を超え個人情報を利用いたしません。

ご同意いただける場合は、セミナー申込書にご記載をお願い致します。また、記入欄に不足、誤記入がある場合、適切な連絡、セミナーへのご参加ができない場合がございます。

申込選択欄どちらかに○

病院名/施設名 申込代表者

( フリガナ )

法人　/  個人

LMC-N1910H

お申込方法
 ■ 法人または個人からの申込が可能です。個人の応募の方も複数名可能です。
 ■ FAX、電話、メールよりお申込みができます。※受講証等の送信用にメールアドレスをご記載ください。
 ■ お申込みをされた方にはセミナー当日のご案内、会場地図、受講料のお支払方法などお知らせいたします。

明日から役立つ！看護セミナー

〒451-0045 愛知県名古屋市西区名駅2-27-8
プライムセントラルタワー名古屋駅前店 13階

2018年の診療報酬改定において「退院支援加算」から「入退院支援加算」となり、病院の入退院支援の必要
性が一層求められています 今回のセミナーでは「退院支援・退院調整とどのように進めたら良いのだろう」
「在宅の視点で考える看護ってなんだろう」「地域との連携はどのようのに行えばよいのだろう」を講義とグ
ループワークを通して、明日から実践できる退院支援・退院調整を学習します。

・定義、仕組み（流れ）

・退院支援加算、在宅療養指導管理料など

・ 病棟で退院支援・退院調整を行っている方

・ 地域連携部門等で退院調整看護師として実践している方

③ 事例を通して退院支援・退院調整を考える

① 退院支援・退院調整を必要とする背景

・退院支援・退院調整の実践者 病院看護師の役割

④ 退院支援・退院調整に関連する診療報酬

⑤ グループワーク

⑥退院支援・退院調整における課題とこれから

・ 退院支援・退院調整の場面を実践してみよう
・ 今から取り組める退院支援・退院調整

著書 :  照林社 エキスパートナース 2016年1月号
付録 病棟で活用できる退院支援＆社会資源ハンドブック
編集 執筆 宮本千恵美 執筆 行田菜穂美

所属：聖マリアンナ医科大学病院

メディカルサポートセンター 主任

資格：地域看護専門看護師
略歴：1989 年 北里大学病院に入職

外科病棟、救命センターで勤務後
総合相談部にて 訪問看護及び退院調整を実践

2010年 聖マリアンナ医科大学病院へ転職
現在はメディカルサポートセンター

日本看護協会出版会 編集 宇都宮宏子 山田雅子

看護がつながる在宅療養移行支援 分担執筆 等

② 退院支援・退院調整とは

在宅視点から見る！退院支援・退院調整


